
〔様式１０〕  事 業 報 告 書              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ２０２６年（令和８年）３月３１日  

 

   福 山 市 長 様           

 

                住     所 福山市御幸町森脇１８１－１  

                団 体 名     御幸学区まちづくり推進委員会 

                代表者名  委員長  井 上  誠           

 

      ２０２４年（令和６年）４月１日付け 福 東 地 第２号の２

で交付決定  のあった福山市地域まちづくり推進事業を，次のとおり実施し

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事 業 名     

       御幸学区まちづくり推進事業  

 実施場所  

       御幸小学校ほか  

 事 業 費     

      ２，４５７，２２８円  

 補助金額  

     ２，３６１，０００ 円  

 着手年月日  

               ２０２５年（令和７年）４月 １日  

 完成年月日  

               ２０２６年（令和８年）３月３１日  

 実施事業の経過及び内容  

  

  別紙事業内容報告書のとおり  

 

 

事業成果  

 

 別紙事業内容報告書のとおり  

 添付書類  

  １ 収支決算書   ２ 事業内容報告書  

３ その他市長が必要と認める書類（ 監査結果の写し ）  

                              2020-財-288   A4 



〔様式１１〕

〔収入の部〕 御幸
（単位：円）

予 算 額 決 算 額

2,361,000 2,361,000

30,000 共催団体負担金（自治会連合会）

30,000 共催団体負担金（自治会連合会）

30,000 共催団体負担金（自治会連合会）

0 1,489 1,489

5,537 5,537 5,537

2,456,537 2,458,026 97,026

〔支出の部〕 （単位：円）

事 業 費 市 補 助 金 団体負担金等 事 業 費 市 補 助 金 団体負担金等

1 安心・安全推進事業 390,000 360,000 30,000 381,165 360,115 21,050

2 福祉啓発事業 70,000 70,000 72,485 72,485 0

3 絆づくり事業 1,115,000 1,055,000 60,000 1,035,648 965,751 69,897

4 広報事業 375,000 375,000 480,582 480,211 371

5 コミュニティ育成事業 310,000 310,000 300,700 300,700 0

6 まちづくり推進委員会運営事業 196,537 191,000 5,537 186,648 181,738 4,910

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,456,537 2,361,000 95,537 2,457,228 2,361,000 96,228

798 798

収　　支　　決　　算　　書

内　　　　　　訳
事 業 名 （ 内 容 ）

90,000 90,000

予 算 額

内 訳

市補助金（地域まちづくり推進事業補助金）

決 算 額

預金利息1,489

安心・安全推進事業

絆づくり事業（三世代ふれあいグラウンド・ゴルフ大会）

絆づくり事業（三世代交流折り紙ヒコーキ教室）

消耗品費（幟旗）　印刷費（広報紙）　備品費（HD修理費）

消耗品費　通信費　食糧費（飲み物）　

消耗品費（用紙・文具）　印刷費　通信費（切手）　食糧費（飲み物）　

繰越金（今年度）

消耗品費（参加記念品・調理器具）　通信費（切手）　食糧費（飲み物）　報償費

食糧費（飲み物）　手数料（クリーニング代）　借上料（機材レンタル）　消耗品費（会議机・文具・掃除用具）

学区（町・地区）まちづくり推進委員会

事業
番号

合 計

消耗品費（防災用品・避難場所幟旗）　通信費（切手）　食糧費（飲み物）　報償費

収 入 科 目

市補助金

団体負担金等

合 計

繰越金（前年度）

諸収入



 

 

２０２５年度 御幸学区（町・地区）地域まちづくり推進事業 事業内容報告書 
 

事業 

番号 

事業名 

（内容） 

詳細 

（実施年月日、場所、参加人数など） 
課題に対する成果 今後の改善点・課題 

事業の振り返

りをした場 

１ 
安心・安全 

推進事業 

① 防災訓練（防災フェア） １１月２３日（日） 御幸小学校 ４２０人 
② 見守りボランティア活動 通年 学区内全域 ７８人 
③ 防災・減災啓発活動  

防災・減災講習会「防災のまちづくり（水害について）」御幸交流館 
危機管理防災課 地域防災担当次長 山口 達也 さん  ５５人 

④ 安心・安全啓発活動  
１１月 ２日（土） 学区内７か所 啓発横断幕の点検・清掃作業 
１２月 ８日（月） 安心・安全講習会 「知って安心！防犯教室」 
福山市市民生活課 専門員 林 和徳 さん  ４８人 

○防災訓練（防災フェア）では、
自冶会・町内会で 1 次避難場所
に集合して点呼後、２次避難場
所（御幸小学校）へ移動して点
呼、各種の２次訓練等ができた
ことで、自冶会・町内会として
助け合うという意識の向上に繋
がった。また、参加者も多かっ
た。 
○「知って安心！防犯教室」を
開催し、特殊詐欺に対する防犯
意識を高めた。 
○見守りボランティアの皆さん
のお陰で、児童・生徒の登下校
時の安全確保ができた。 

○防災訓練（防災フェア）に
は、小学生や中学生の参加
もあり、今後も若い世代の
参加を如何にして増やし、
学区全体の防災・減災の意
識の向上に努めるかが、ひ
とつの課題である。 
〇災害時要支援者をはじめ
高齢者の支援を身近な自冶
会・町内会、班などで共有し
ていく。（「まちづくりミー
ティング」等検討会議を踏
まえて） 
○研修会を開催しても、周
知徹底には時間を要すると
思う。継続して実施するし
かないと思う。 

①実行委員会会議 
②～④ 
地域安全部会 

会議 

 ２ 福祉啓発事業 

①「ニコニコ訪問活動」 通年 学区内 あいさつ安否確認 
②講演会・交流会  
９月２７日（土）モルックのルールを知ろう みゆきまちづくり広場 １５人 
２月２２日（日）モルックをやってみよう みゆきまちづくり広場 ４０人 

③フードたすけあいネット活動  
１１月２２日（土）・１１月２３日（日）１１月２９日（土）みゆきフェスタ 2025 

④男の料理教室 ２月７日（土） 御幸交流館 １０人 
⑤「ちょっとした困りごと」相談支援活動 通年  
⑥「みゆきよりみちかふぇ」運営協力活動  
５月３１日（土）・７月５日（土）・９月２７日（土）・１１月２９日（土）・
１月２４日（土）・3 月２８日（土） 

御幸交流館 柳原集会所 福山平成大学 

○「訪問活動」はまだ実施でき
ていないが、「サロン活動」が実
施できていること。また、認知
症や支援の在り方、地域福祉部
会として学ぶ場が持てたので、
今後に生かすことができると思
う。 
○高齢者も参加できる、モルッ
クを開催できたことで、サロン
等での楽しみ方の内容が増え
た。 
○「みゆきよりみちかふぇ」運
営協力活動では、平成大学での
学びが復活できたので、より多
くの参加者を迎えることができ
た。 

○次年度では、認知症の方
をはじめ高齢者の孤立不安
を軽減する取り組みを進め
る。（「まちづくりミーティ
ング」等検討会議を踏まえ
て）  
○毎年の活動を、これから
も縮小することなく持続で
きるようにする内容の検討
とそれぞれの活動を担う人
材の確保が課題である。 
○高齢者も参加しやすい行
事を引き続き開催する。 

①～⑥ 
地域福祉部会 

会議 

 
 
 
 
              
３ 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
絆づくり事業 
 
 
 
 
 

①御幸町盆踊り大会 ８月１１日（月） 御幸小学校体育館 約１５０人 
②三世代ふれあいグラウンンド・ゴルフ大会 ９月１４日（日）御幸小学校 ８５人 
③みゆきフェスタ 2025・第４４回町民文化祭  
１１月２１日（金）～１１月２２日（土） 
御幸小学校・御幸交流館・幸千ふれあいプラザ・あんずの家・みゆき広場  

④みゆき百選スタンプラリー １１月２９日（土） 上岩成地域 ９０人 
⑤ばら育成活動 

・ばら接木講習会 １月２３日（金） 御幸交流館 １０人 
・ばら剪定講習会 

９月 ７日（日） 森脇中公園  １０人 
９月１４日（日） 正戸ばら花壇  ９人 

○盆踊り大会やみゆきフェス
タ・町民文化祭など、大勢の学
区の方が参加したことで世代間
を超えた様々な方との意識の共
有ができた。 
○学区独自の盆踊りやふるさと
再発見活動などでは、地域文化
を継承し継続的に自分の住む町
の歴史学習ができた。 
○ばら育成活動では、従来のば
ら花壇維持・管理に対して、 

○各活動が毎年開催できる
よう、参加団体の協力や運
営方法の見直し・工夫と次
世代への継承の方法などを
考えていくことが今後の課
題である。 
〇企画・開催していくなど、
多くの学区住民が集えるイ
ベントを開催することで、
顔の見える関係を作る。 
 

①～④ 
実行委員会会議 

⑤総務・広報部会 
会議 

⑥地域福祉部会 
会議 

⑦～⑨ 
地域文化部会 

会議 
⑩本部役員会会議 
⑪実行委員会会議 



 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
 
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絆づくり事業 
 

２月 ８日（日） 正戸ばら花壇 １０人 
３月 １日（日） 森脇中公園  １６人 

・つるばらの仕立て講習会 
１２月 ６日（土） 森脇中公園 １１人 

・花壇整備活動 通年 森脇中公園・正戸ばら花壇 
⑥三世代交流折り紙ヒコーキ教室  
１０月 ４日（土） 御幸小学校 ４５人 

⑦みゆき文庫 
・本の貸し出し・読み聞かせ 毎週土曜日 御幸交流館 
・小さなおはなし会 年７回 
・１２月１１日（木）クリスマス会 御幸交流館 ３０人 

 ・図書室リノベーション 本の紹介カード・本棚作製 
⑧「ふくやま東部文化フェスタ 202６」２月１日（日） 東部市民センター 

 ステージ発表 御幸音頭保存会・体育会２１人 展示 御幸小学校 
⑨ふるさと再発見活動 毎月１回 御幸交流館 ２０人 
⑩環境美化啓発活動  
⑪映画「長いお別れ」上映会 御幸小学校 

小、中学生のボランティア活動
が組み込まれ、地域活動の活性
化の起爆剤になりそうである。 
〇映画「長いお別れ」を多くの
住民が鑑賞し、認知症になって
も支えあえる絆づくりのきっか
けとなった。  
   

〇「まちづくりミーティン
グ」を開催して、意見を出し
合い課題をみんなで共有
し、いかに具体化していく
かがこれからの課題であ
る。 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

４ 広報事業 

①ホームページ運営活動 通年 御幸交流館  
延べ閲覧数５８，２１１（２０２６年３月１０日現在） 

②広報紙発行活動  
「みゆきレポート」７７・７８・７９・８０号発行 

③あいさつ運動 幟旗・ポスター作成、自治会・町内会で掲示 
④福山明るいまちづくり協議会協賛活動 

○ＨＰ閲覧数は、確実に増加し、
さらにその内容が小学校の授業
にも取り入れられていることに
より、まちづくりの活動に関心
を持つ世代が着実に広がりつつ
ある。 
○「みゆきレポート」は、カラー
印刷化したことで住民の関心を
高め、情報伝達の強化を図るこ
とができた。 
 
○あいさつ運動では、幟旗・ポ
スターを作製・配布し継続して
呼びかけた。そして、あいさつ
励行を実践する小中学生へのよ
り身近なアピールにもなった。
  

○HP でまちづくり推進委
員会や関連団体（小中学校
も含む）の取り組みを随時
発信してきた。さらに魅力
ある情報発信を更に創造し
ていく。特に、小中学生の地
域ボランティア活動など、
若者が地域参画する姿を紹
介し、さらなる若者参画を
推進していく。（「まちづく
りミーティング」検討会議
を踏まえて）  
○引き続き、ＨＰにアップ
する原稿の増加・内容の精
選及び携わるメンバーを広
げていくことも必要であ
る。自冶会・町内会行事も発
信していく。 

①～④ 
総務・広報部会 

会議 

５ 
コミュニティ
育成事業 

自治会（町内会）単位によるコミュニティ育成活動 ○どの町内会においても、活動
の経費として健全に使用されて
おり、各町内会活動の活性化に
役立ててもらっている。 
  
   

○町内会構成員の高齢化や
役員の担い手不足等に伴
い、町内会活動の縮小や休
会に追い込まれる組織が出
てきているので、無理なく
町内会が存続運営できる柔
軟な体制づくりを考える必
要がある。 

本部役員会 

６ 
まちづくり推
進委員会運営
事業 

・総会の開催 
・本部役員会の開催 
・部会長会の開催 
・企画調整会議 

○まちづくりの４部会のメンバ
ーや各団体のメンバーとの協力
体制が維持強化されてきた。 
  
   

○自分の住む地域を愛す
る、若い世代を如何にして
開拓し、今の世代のメンバ
ーと共に運営・活動しやす
い体制を如何にしてつくっ
ていくか。 
参画委員に入ってもらう。 

総会 
本部役員会 
部会長会 




